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当社発展の軌跡

’65 設立
’67 伊丹
’68 福岡
’71 千歳
’78 成田
’82 羽田
’92 成田Ⅱ期

新千歳
’93 羽田西側
’94 関西
’99 那覇
’02 広島
’04 中部
’05 神戸

鹿児島
’07 熊本
’08 長崎

’67
動
力
事
業

’72
整
備
事
業

’85
付
帯
事
業

千歳空港支店

福岡空港支店

沖縄空港支店

成田支社
神戸空港出張所

中部空港支店

広島空港出張所

大阪空港支店

関西支社

羽田支社

本社

鹿児島空港出張所

熊本空港出張所

長崎空港出張所
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当社の事業概要

整備事業

付帯事業

ブレーキクーリングカートＩＨ加熱カート

旅客搭乗橋設備(PBB)手荷物搬送設備(BHS)

ＧＰＵ（電力供給） ＡＣU（ｴｱｺﾝ供給）

動力事業

PBBﾀｲﾔｶﾞｰﾄﾞ開発
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業績の推移(連結)
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動力事業① 概況と今後の取組み

今
後
の
課
題

航空会社の路線休止・減便の動向

外国社を中心とした販売促進

航空機の小型化による収益率の低下

使用時間増加に向けての営業強化

新型航空機（ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ787）に対応した供給設備の更新

就航状況を勘案しながら計画的な投資

路線休止・減便

航空機の小型化

設備投資の増加

プ
ラ
ス
要
素

空港拡充計画に沿った設備の増強

成田空港平行滑走路2,500ｍ化により、年間発着枠2万回増

→成田空港ハブ機能の強化

羽田空港第４滑走路供用開始により、年間発着枠段階的に11万回増

→羽田空港路線開設・増便等

国土交通省が提唱するエコエアポート施策

動力供給設備の使用率・使用時間の向上

動力供給設備の使用によるコスト優位性

空港拡張計画の進展

環境意識の向上
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動力事業② 成田空港拡張図

７００番台(９ｽﾎﾟｯﾄ)

整備地区
第１旅客ターミナルビル

第２旅客ターミナルビル

貨物地区

１００番台(６ｽﾎﾟｯﾄ)

Ｒ誘導路(３ｽﾎﾟｯﾄ)

Ｒ誘導路(２ｽﾎﾟｯﾄ)

第７貨物(２ｽﾎﾟｯﾄ)

８００番台(８ｽﾎﾟｯﾄ) ９００番台(４ｽﾎﾟｯﾄ)

滑走路２,５００ｍ化

２００９年１０月２２日設備利用開始

２０１０年２月１１日設備利用開始
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動力事業③ 羽田空港再拡張図

新国際線地区 （29ｽﾎﾟｯﾄ）

電気・ｴｱｺﾝ設備設置

電気設備設置

埋設管設置

ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙに隣接する10ｽﾎﾟｯﾄ

貨物地区・駐機地区の6ｽﾎﾟｯﾄ

駐機地区の13ｽﾎﾟｯﾄ

新国際線エプロン詳細 2010年10月供用開始
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東京国際空港WEBサイトより
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GPUを使用したことによる環境に対するメリット

・APUの騒音を抑え、

空港周辺地域との共生

燃料の削減
(2008年度実績)

・B777-200で年間約8, 066往復相当
（14.8万キロリットル）の燃料を削減

・東京ドーム 145杯相当
（年間35.1万トン）のCO2を削減

CO2の削減
(2008年度実績)

騒音の低減

動力事業④ 環境への貢献

東京

札幌

約820km

エコエアポート化へ貢献
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整備事業の概況と今後の取組み

千歳空港の新国際線ＢＨＳ・ＥＤＳ保守・運用管理業務受託の拡大

羽田空港の沖合地区施設関連保守管理業務の全面受託

関西空港の国内線ＢＨＳインライン化供用開始による保守設備拡大

地方空港のＢＨＳ改修工事の受託拡大

物流システムメーカー等からの保守管理業務受託の拡大

長年の技術力・ノウハウと24時間体制の強みを生かした積極的な提案型営業を展開し、
受託業務の拡大を図る。

得意とする物流設備の保守管理業務分野で、物流システムメーカー等との連携を強化し、
空港内外施設での受託拡大を目指す。

厳しい経営環境に対応したコスト競争力の強化を図る。

顧客企業の経費節減施策による基本契約料金の更なる値下げや、施設・設備類の
更新・修繕作業の縮減が予想される。
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付帯事業の概況と今後の取組み

フードカート事業については、顧客の要望に沿った新商品の開発、新規・買替需要を着

実に捉えた営業を推進しつつ、販売体制を更に効率化する。

空港内外での手荷物検査装置等の更新に伴う設置工事・保守の受託拡大を図る。

航空機地上支援機器販売については、種類の絞込みによる効率的な販売を推進する。

今後の取組み

FY09

フードカート販売

地上支援機器販売

その他

手荷物検査装置の運用管理

FY10

フードカート販売

地上支援機器販売

その他

手荷物検査装置の運用管理
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中期事業計画

当社グループでは、中長期の経営戦略策定にあたり、期間を３年とした中期

事業計画を毎年更新するローリング方式を採用し、毎期決算発表時に新た

な中期事業計画を公表してまいりました。

しかしながら、次期の中期事業計画につきましては、現時点では成田・羽田

両空港の容量拡大に伴う発着便数や航空機の機材計画の予測が困難であ

るため、２０１０年度の適切な時期に策定することとし、成案を得次第速やか

に開示致します。
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２０１０年３月期 業績

前期実績 当期実績 対前期比 増減

売上高 １１，９００ １１，４５９ △４４１

△２５８

96.3％

１４

△２７３

△６

△２７９

３２

△２４６

△１２２

売上総利益 １，７０２ １，４４４ 84.8％

販管費 ７４２ ７５６

営業利益 ９６０ ６８７ 71.6％

営業外損益 ▲５１ ▲５７

経常利益 ９０９ ６３０ 69.3％

特別損益 ▲４０ ▲８

税引前当期利益 ８６８ ６２１

当期純利益 ５０５ ３８２ 75.8％

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ① 動力事業

５，５３２百万円 前期比 △２６１ （９５．５％）

（単位：百万円）

5,794

5,532

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

前期 当期

＜主な増減要因＞
① 航空機の小型化
② 路線の休止・減便
③ 福岡空港での冷暖房車配備による供給増
④ 長崎空港の供用開始による増

＜支店別＞
関空 △１３８
羽田 △８１

那覇 △１４
広島 △１０
福岡 ＋１１
長崎 ＋６

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ② 整備事業

４，７４３百万円 前期比 △３０７ （９３．９％）

（単位：百万円）

5,010

4,743

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

＜主な増減要因＞

（増加）
関西 ＋６４ BHS補修工事の増

（減少）
成田
関空 △１５４ 施設管理業務基本契約
羽田 料金の減

成田 △１３８ 施設・設備類の更新・
修繕作業の先送り

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期



17

株式会社エージーピー

売 上 高 ③ 付帯事業

１，１８２百万円 前期比 １２７ （１１２．１％）

（単位：百万円）

1,054

1,182

200

400

600

800

1,000

1,200

＜主な増減要因＞

（増加）
本社 ＋１８０ フードカートの販売増
空港外 ＋１９ 物流システム新築工事への

技術者派遣

（減少）
成田 △４５ 保安装置移設作業等の減

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期
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売 上 総 利 益

１，４４４百万円 前期比 △２５８ （８４．８％）

（単位：百万円）

961
690

629

612
123

129

0

500

1,000

1,500

2,000

＜セグメント別 主な増減要因＞

動力事業 ６９０百万円 （前期比 △２７０）
・原材料費の減 △１１７
・整備維持費の増 ＋１１１

整備事業 ６２９百万円 （前期比＋１７）
・労務費の減 △２２０
・材料費・外注費の減 △１２０

付帯事業 １２３百万円 （前期比△６）
・材料費・外注費の増 ＋７８
・棚卸関連損失の増 ＋６６

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期

1,444

1,702

動力

整備

付帯
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営 業 利 益

６８７百万円 前期比 △２７３ （７１．６％）

960

687

0

200

400
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800

1,000

（単位：百万円）

＜主な増減要因＞

売上総利益の減 △２５８

販売費及び一般管理費の増 ＋１４
（会計ｼｽﾃﾑ等の更新）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期
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経 常 利 益／当期純利益

909

630

0

200

400

600

800

1,000
（単位：百万円）

＜経常利益の増減要因＞

営業利益の減 △２７３

営業外費用の増 △７
（支払利息）

＜当期純利益の増減要因＞

経常利益の減 △２７９

特別損失の減 △２９
（固定資産除却損）

法人税等の減 △１２４

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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382
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800

1,000

経常利益 当期純利益
６３０ 百万円 前期比 △２７９ ３８２ 百万円 前期比 △１２２

（単位：百万円）

経常利益 当期純利益

前期 当期 前期 当期
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２０１０年３月期 累計業績（計画対比）

当期計画 当期実績 増 減

売上高 １１，７６４ １１，４５９ △３０５

９４

１０６

８７

97.4％

営業利益 ５９２ ６８７ 115.9％

経常利益 ５２３ ６３０ 120.4％

当期純利益 ２９５ ３８２ 129.6％

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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キャッシュフローの状況

当 期
前 期

金 額 主な増減理由

６２１

８５２

▲３４３

▲３９７

▲１，０１０

１，４００

▲６２０

▲１２５

営業活動によるＣＦ １，３５５ ９７３

・税金等調整前純利益

・減価償却費

・売上債権の増加

・法人税等の支払い

財務活動によるＣＦ ▲９３９ ６５３

・長期借入

・長期借入金および

ﾘｰｽ債務の返済

・配当金の支払い

投資活動によるＣＦ ▲８５２ ▲１，０３６ ・有形固定資産取得

現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

▲４３６ ５９０

現金及び現金同等物
の期末残高

１，５２９ ２，１２０

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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連結 上期予測 下期予測 通期予測
対前期比
増減

動力事業 ２，７８３ ２，６７８ ５，４６２

４，６２１

１，１６９

１１，２５３

整備事業 １，９３９ ２，６８２

△７０

△１２１

△１３付帯事業 ６９５ ４７４

売上高計 ５，４１８ ５，８３４ △２０５

（単位：百万円）

２０１１年３月期 通期業績見通し①

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

売上高（セグメント別）
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（単位：百万円）

２０１１年３月期 通期業績見通し②

２０１０年３月期
実 績

２０１１年３月期
予 測

対前期比
増減

売上高 １１，４５９ １１，２５３ △２０５

売上総利益 １，４４４ １，２７２ △１７１

販管費 ７５６ ７０４ △５２

営業利益 ６８７ ５６８ △１１８

営業外損益 ▲５７ ▲６６ △９

経常利益 ６３０ ５０１ △１２８
特別損益 ▲８ ▲６０ △５２

税引前当期純利益 ６２１ ４４１ △１８０

当期純利益 ３８２ ２５２ △１２９

（注）百万円未満は切り捨てにより表示



本日は、弊社決算説明会にご参加いただきまして
ありがとうございます。
本日配布しました資料に記載されている将来の業

績予想は、経営環境の変化などに伴い予想あるいは

・目標対比が変化し得ることにご留意ください。

本日は、弊社決算説明会にご参加いただきまして
ありがとうございます。
本日配布しました資料に記載されている将来の業

績予想は、経営環境の変化などに伴い予想あるいは

・目標対比が変化し得ることにご留意ください。

株式会社エージーピー 総務部 広報･ＩＲグループ

電話：０３－３７４７－１６３１
ＦＡＸ：０３－３７４７－０７０７
ＵＲＬ：http://www.agpgroup.co.jp
（会社案内ビデオがご覧いただけます）

お問合せ先
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